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「
国
際
中
堅
企
業
」
の
登
場
（
Ⅴ
）

　
　
　 

　
　
　
人
的
資
源
の
育
成
、
成
長
、
活
躍

西
　
澤
　
正
　
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
奄
美
発
條
製
作
所
（
そ
の
二
）
〜

　
前
号
に
続
き
、
八
〇
年
代
に
華
南
地
域
に
進
出
し

「
国
際
中
堅
企
業
」
に
成
長
し
た
奄
美
発
條
製
作
所
の

ケ
ー
ス
を
報
告
す
る
。

　
華
南
地
域
の
事
業
環
境
変
化
へ
の
対
応

　
当
社
は
「
東
莞
奄
美
彈
簧
有
限
公
司
（
以
下
、
東
莞

奄
美
）」で
低
価
格
・
大
量
生
産
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

華
南
地
域
に
お
け
る
存
立
基
盤
と
競
争
優
位
を
確
立
し

て
き
た
が
、
今
後
の
中
国
の
事
業
環
境
の
変
化
を
見
通

し
て
新
た
な
事
業
構
想
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
中
国
企
業
は
工
業
製
品
の
高
品
質
、
大
量
生
産
、
低

価
格
販
売
に
関
す
る
力
量
を
高
め
て
お
り
、
ま
た
、
将

来
の
自
分
の
「
夢
」
を
モ
ノ
づ
く
り
に
見
据
え
て
必
死

に
頑
張
る
中
国
の
若
者
が
い
る
。
董
事
長
の
名
島
氏
は

日
本
企
業
は
中
国
企
業
の
工
業
生
産
に
お
け
る
価
格
競

争
や
、
モ
ノ
づ
く
り
に
向
か
う
若
者
の
意
欲
の
面
で
太

刀
打
ち
で
き
な
い
分
野
が
増
え
て
い
く
と
し
、
今
後
は

工
業
製
品
の
「
生
産
」
と
と
も
に
、「
サ
ー
ビ
ス
」
や

「
安
全
」
と
い
っ
た
分
野
で
優
位
性
を
確
保
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
当
社
は
、
こ
れ
ま
で
の
一
六
年
間
に
経
営
資
源
を
日

本
か
ら
中
国
・
華
南
地
域
に
全
面
的
に
移
転
し
、
独
特

の
事
業
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
華
南

地
域
で
の
事
業
経
験
と
資
本
蓄
積
を
踏
ま
え
、
今
後
、

ス
プ
リ
ン
グ
製
造
に
関
し
て
は
拡
大
上
海
圏
へ
の
展
開

を
ね
ら
い
、
華
南
地
域
で
は
農
場
開
発
や
流
通
・
サ
ー

ビ
ス
業
分
野
へ
の
展
開
な
ど
幅
広
い
中
国
事
業
を
構
想

し
て
い
る
。
華
南
地
域
の
モ
ノ
づ
く
り
の
環
境
変
化
を

見
越
し
て
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
の
成

功
体
験
を
超
越
し
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
も
っ
て
競
争
に
挑

戦
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
と
も
に
、
広
東

省
清
遠
市
に
「
奄
美
（
彿
崗
）
五
金
制
品
有
限
公
司

（
以
下
、
彿
崗
奄
美
）」を
設
立
し
て
新
た
な
事
業
展
開

を
進
め
て
い
る
。

　
　
「
彿
崗
奄
美
」
の
事
業
活
動

　
彿
崗
奄
美
は
清
遠
市
彿
崗
県
石
角
鎮
の
京
珠
高
速
道

路
の
彿
崗
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
隣
接
す
る
市
の
重
点

工
業
区
に
約
八
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
使
用
権
を
確

保
し
て
い
る
。
工
業
区
か
ら
広
州
新
空
港
ま
で
約
四
〇

分
、
東
莞
奄
美
の
立
地
す
る
東
莞
市
長
安
鎮
ま
で
約
一

七
〇
㎞
、
車
で
約
二
時
間
で
あ
る
。
彿
崗
奄
美
で
は
、

こ
の
地
で

日
本
で
仕
事
が
縮
小
し
自
社
の
蓄
積
し
た

加
工
技
術
を
活
か
す
方
向
を
見
出
せ
な
い

華
南
地
域

で
モ
ノ
づ
く
り
に
挑
戦
し
た
い
が
単
独
で
は
踏
み
込
め

な
い

な
ど
と
す
る
日
本
の
中
小
機
械
加
工
業
に
向
け

て
貸
し
工
場
床
や
従
業
員
寮
、
共
同
福
利
厚
生
施
設
を

提
供
す
る
私
営
工
業
団
地
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
工
場
施
設
の
提
供
だ
け
で
は
な
く
、
華
南
地
域
で
の

ビ
ジ
ネ
ス
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
に
よ
り
、
進
出
企

業
の
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
、
さ
ら
に
仲
間
の
中
小
企
業

者
に
呼
び
か
け
中
小
機
械
加
工
業
の
集
積
を
形
成
し
た

い
と
し
て
い
る
。
彿
崗
奄
美
自
身
は
中
国
国
内
ユ
ー

ザ
ー
向
け
の
ス
プ
リ
ン
グ
生
産
を
拡
大
す
る
と
と
も

に
、
中
国
メ
ー
カ
ー
向
け
に
製
作
し
た
ス
プ
リ
ン
グ
を

部
品
に
組
込
む
サ
ブ
・
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
に
も
展
開
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
実
験
農
場
の
経
営

　
彿
崗
奄
美
の
確
保
し
た
土
地
は
一
部
を
工
業
団
地
と

し
て
使
っ
て
い
る
が
、
将
来
の
拡
張
用
地
と
し
て
未
利

用
地
と
な
っ
て
い
る
土
地
で

食
の
安
全

を
コ
ン
セ
プ

ト
に
し
た
農
場
経
営
の
実
験
を
行
っ
て
い
る
。
無
農
薬

飼
料
で
高
品
質
の
鶏
や
雉
の
飼
育
、
牛
や
イ
ノ
シ
シ
の

肥
育
と
食
肉
加
工
、
花
卉
栽
培
な
ど
に
取
り
組
む
構
え

で
あ
る
。
名
島
氏
は
、
以
前
か
ら
中
国
で
の
農
場
経
営

に
も
関
心
を
寄
せ
、
江
西
省
南
昌
市
で
の
農
場
事
業
や
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山
東
省
青
島
市
で
の
牛
の
肥
育
事
業
を
手
が
け
て
み
た

が
、
本
格
的
な
事
業
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
名
島
氏
の
出
身
地
の
鹿
児
島
県
奄
美
諸

島
、
沖
永
良
部
島
・
和
泊
町
の
若
者
が
鹿
児
島
国
際
大

学
を
卒
業
し
就
職
を
考
え
る
際
に
、
和
泊
町
役
場
の
課

長
職
で
あ
る
父
親
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
名
島
氏
の
中

国
で
の
農
場
事
業
構
想
を
知
り
自
分
も
事
業
に
参
画
し

た
い
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
訪
中
前
に
鹿
児
島
の
肥
育

農
家
で
牛
の
生
産
・
肥
育
を
研
修
し
当
地
で
農
場
経
営

に
挑
戦
し
て
い
る
。

　
現
在
、
鶏
の
飼
育
を
手
が
け
て
い
る
。
井
戸
、
孵
化

場
、
雛
の
飼
育
小
屋
、
成
鳥
の
放
飼
場
を
建
設
し
雛
を

二
元
で
購
入
、
三
キ
ロ
の
成
鳥
に
育
て
五
〇
元
程
度
で

販
売
す
る
事
業
を
進
め
て
い
る
。
当
面
一
〇
〇
羽
ほ
ど

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
将
来
は
一
万
羽
の
飼
育
を
め
ざ
し

て
い
る
。
現
地
市
場
で
は
生
体
で
の
販
売
が
中
心
で
あ

る
が
、
将
来
は
食
肉
加
工
し
輸
出
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
青
島
市
で
牧
場
経
営
に
取
り
組
ん
だ
経
験
の

あ
る
和
泊
町
出
身
の
人
材
は
、
当
地
の
実
験
農
場
で
牛

の
肥
育
事
業
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。
広
東
省
に

は
台
湾
資
本
が
野
菜
や
果
実
の
大
規
模
農
場
経
営
を
展

開
し
て
お
り
、
畜
産
系
で
は
乳
牛
飼
育
が
み
ら
れ
る
が

肥
育
は
少
な
い
。
和
泊
町
で
は
、
さ
と
う
き
び
を
飼
料

と
し
て
神
戸
牛
や
松
坂
牛
の
子
牛
生
産
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
技
術
、
経
験
を
活
か
せ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
和
泊
町
か
ら
花
卉
栽
培
の
専
門
家
も
参
加

す
る
予
定
で
あ
る
。
菊
の
苗
を
試
験
栽
培
し
当
地
の
土

壌
に
適
し
た
品
種
を
探
っ
て
い
る
。
畑
作
地
と
し
て
は

土
壌
が
豊
か
で
は
な
い
の
で
、
養
鶏
や
肥
育
か
ら
出
る

家
畜
糞
尿
を
有
機
肥
料
に
し
て
土
壌
改
良
を
行
う
計
画

で
あ
る
。

　
和
泊
町
は
地
域
独
自
種
の
「
え
ら
ぶ
百
合
」
の
産
地

で
あ
り
、
戦
前
は
米
国
に
も
輸
出
し
て
い
た
。
戦
後
、

名
島
氏
の
祖
父
と
父
は
花
卉
栽
培
の
復
活
に
活
躍
し
た

こ
と
も
あ
り
、
地
域
特
産
の
花
卉
を
沖
永
良
部
島
で
生

産
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
中
国
の
土
地
と
労
働
力
を
活

用
し
て
国
際
市
場
に
広
く
供
給
し
た
い
と
い
う
希
望
で

あ
る
。

　
農
場
事
業
に
挑
戦
し
て
い
る
和
泊
町
出
身
の
若
者
た

ち
の
初
期
投
資
額
は
五
〜
六
万
元
で
あ
り
、
事
業
資
金

は
自
己
資
金
と
彼
ら
の
父
親
と
名
島
氏
が
出
資
し
て
い

る
。
彿
崗
奄
美
は
、
彼
ら
を
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
業
者
と
し

て
位
置
づ
け
農
場
使
用
費
、
居
住
費
、
食
費
を
月
三
万

円
で
契
約
し
、
労
働
力
の
提
供
や
事
業
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
地
域
人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
振
興
の
「
志
」

　
奄
美
発
條
製
作
所
は
中
国
へ
の
直
接
投
資
に
お
い
て

経
営
資
源
の
全
面
的
な
移
転
、
拡
張
、
蓄
積
を
は
か

り
、
工
業
生
産
に
関
わ
る
開
発
、
設
計
、
生
産
、
販

売
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
す
べ
て
中
国
現
地
法
人
が

行
っ
て
い
る
。
日
本
と
の
関
わ
り
は
希
薄
の
よ
う
に
見

え
る
の
だ
が
、
実
際
は
地
縁
、
血
縁
を
ベ
ー
ス
に
し
た

濃
密
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
出
身
地
域
と

の
深
い
関
係
を
繋
い
で
い
る
。

　
中
国
（
香
港
）
法
人
の
董
事
長
の
名
島
氏
は
三
人
兄

弟
の
三
男
で
あ
り
、
長
男
は
日
本
の
奄
美
発
條
製
作
所

の
代
表
取
締
役
で
開
発
技
術
を
担
当
、
次
男
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
責
任
者
で
あ
る
。
長
男
の
子

息
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
者
と
し
て
入
社
し
て
い
る
ほ

か
、
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
は
そ
れ
ぞ
れ
、
名
島
氏
兄
弟
と

の
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
り
当
社
で
長
い

キ
ャ
リ
ア
を
有
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
名
島
氏
は
和
泊
町
役
場
の
課
長
職
の
方
々
一

〇
名
と
定
期
的
な
会
談
を
続
け
て
い
る
。
和
泊
町
で
は

高
校
を
卒
業
し
た
若
者
の
八
割
は
進
学
、
就
職
で
島
外

へ
流
出
す
る
状
況
に
あ
り
、
今
後
の
地
域
振
興
を
模
索

し
て
い
た
。
氏
は
中
国
か
ら
出
身
地
域
の
事
情
を
見
つ

め
る
中
で
、
中
国
で
活
躍
す
る
和
泊
町
の
人
材
を
育

て
、
彼
ら
が
中
国
で
成
功
す
る
こ
と
で
和
泊
町
経
済
と

中
国
経
済
と
の
つ
な
が
り
を
形
成
し
地
域
振
興
に
役
立

て
て
い
く
と
い
う
考
え
に
至
っ
た
。

　
和
泊
町
の
課
長
会
に
て
、
そ
う
し
た
考
え
を
提
案
す

る
と
関
心
を
高
め
た
課
長
の
子
息
二
名
が
、
中
国
で
事

業
に
挑
戦
を
し
た
い
と
や
っ
て
き
た
。
彼
ら
に
続
い

て
、
さ
ら
に
二
名
が
来
る
予
定
で
あ
る
。

　
名
島
氏
自
身
、
八
七
年
に
華
南
地
域
に
入
り
、
激
し

い
競
争
の
中
で
努
力
し
状
況
を
切
り
開
い
て
き
た
経
験

を
持
つ
。
日
本
の
次
世
代
を
担
う
若
者
が
競
争
を
排
除

し
が
ち
な
教
育
の
中
で
脆
弱
化
し
て
い
る
こ
と
を
憂

い
、
彼
ら
が
中
国
は
じ
め
東
ア
ジ
ア
で
活
躍
で
き
る
力

を
つ
け
る
こ
と
を
願
い
、
出
身
地
の
和
泊
町
の
若
者
達

に
挑
戦
す
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
彼
ら
の
事
業
の

成
功
と
と
も
に
出
身
地
域
の
将
来
の
振
興
を
願
っ
て
い

る
。
国
際
中
堅
企
業
の
経
営
者
は
、
こ
う
し
た
地
域
振

興
に
対
す
る
深
い
「
志
」
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
に
し
ざ
わ
ま
さ
き
・
ア
ジ
ア
研
究
所
助
教
授
）
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